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甲賀広域行政組合消防本部　☎63-7930／ 63-7940

火災 救急 救助 その他
甲賀市 ４２ ２，６６６ ４９ １３９
前年比 +６ ▲８８ ▲３ +１８

平成27年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （9月末現在）
『暖房器具の取扱いにご注意!!』
　寒い時期には、どのご家庭でも暖房器具
を使用されると思いますが、この時期での
火災原因の多くは、使用者の「誤使用・不
注意」によるものです。次の点に注意し暖
房器具を正しく使用しましょう。
◦�衣類などの可燃物の近くで使用しないように

しましょう。
◦�エアゾール缶等をストーブ等の上や近くに放置

していると、缶の内圧が上昇して破裂し、爆
発するおそれがあるので絶対やめましょう。

◦�寝るときや外出するときは必ず火を消しましょう。
◦�電気ストーブ・石油ファンヒータを長時間使

用しないときは、コンセントを抜きましょう。
◦�給油時は必ず消火し、火が消えたことを確か

めてから給油しましょう。
◦�火気のないところで一度カートリッジタンクを

ひっくり返し、灯油が漏れないことを確認して
からセットしましょう。
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▲巖谷一六

甲賀市美術展覧会作品募集第１１回

●応募資格／甲賀市・湖南市内に在住、通勤、通学す
る方（中学生以下は応募できません）

●出品点数／１人につき写真部門２点以内、他部門１点
●出品料／作品１点につき５００円（高等学校、特別支援

学校高等部の学生、１８歳以下の方は無料）
●応募方法／応募要項にある出品票を添えて、作品を
２月２１日（日）９時～１７時に会場まで搬入してください。

●応募部門および作品規格
１）平面（洋画・日本画・版画等）
　キャンバスサイズが 20 号（72.7cm×50cm）以上、

50 号 (116.6cm×116.6cm) 以内。日本画、水
墨画、切り絵等もこれに準ずる。ただし、版画は下
限を設けない。

２）工芸 ･立体（工芸 ･彫刻 ･立体造形等）
　工芸：平面は縦、横がそれぞれ２２０ｃｍ以内（外装を

含む）。立体作品は重さ４０kg 以内、縦 ･ 横 ･ 高さの
合計が２４０ｃｍ以内。また、その一辺が１５０ｃｍ以内。

　立体（彫刻・立体造形等）：縦、横、高さがそれぞれ
２００ｃｍ以内。重量は手動可能な範囲で、展示上危
険でないもの。

３）書　作品は半切 (36cm×136cm) 以上、16 平方
尺以内。ただし、一辺が２４０ｃｍ以内。

４）写真
　�銀塩プリント・デジタルプリント（自家出力プリント可）

とする。
　�単写真、組写真ともに、半切・A3ノビ以上で、画面

の長辺が４１ｃｍ以上の作品。組写真は、長辺が最大
２２０ｃｍ以内とし、作品を一体化して固定する。

※自己の創作した未発表の作品に限る。各部門額装指定あり。
※詳しくは市ホームページまたは各地域市民センターなどに設

置している募集要項をご覧ください。

会期／平成２８年２月２７日（土）～３月６日（日）
会場／【書、工芸･立体部門】あいこうか市民ホール【平面、写真部門】碧水ホール
　最終日には、出品作品を対象に審査員による講評会を実施します。皆さんのご応募をお待ちしています。

問い合わせ

甲賀市美術展覧会実行委員会事務局（あいこうか市民ホール内）
☎62‐2626／ 62‐2625
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